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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第25期

第３四半期
連結累計期間

第26期
第３四半期
連結累計期間

第25期

会計期間
自 2020年10月１日
至 2021年６月30日

自 2021年10月１日
至 2022年６月30日

自 2020年10月１日
至 2021年９月30日

売上高 (千円) 3,531,161 4,144,650 4,844,887

経常利益 (千円) 229,918 467,355 383,403

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 150,070 312,153 223,835

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △77,023 219,725 3,194

純資産額 (千円) 1,762,012 2,080,110 1,842,829

総資産額 (千円) 4,336,914 5,262,175 4,491,217

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 4.66 9.61 6.93

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) 4.62 9.61 6.89

自己資本比率 (％) 40.6 39.5 41.0
 

 

回次
第25期

第３四半期
連結会計期間

第26期
 第３四半期
 連結会計期間

会計期間
自　2021年４月１日
至　2021年６月30日

自　2022年４月１日
至　2022年６月30日

１株当たり四半期純利益 (円) 5.25 2.60
 

(注)１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．千円単位で表示している金額については、千円未満の端数を四捨五入して表示しております。

３．当社は、2021年11月12日開催の取締役会決議により、2022年１月１日付で普通株式１株につき２株の株式分

割を行いましたが、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期(当期)純

利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益を算定しております。

４．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首

から適用しており、当第３四半期連結累計期間及び当第３四半期連結会計期間に係る主要な経営指標等につ

いては、当該会計基準等を適用した後の指標等となっております。

 
２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 
 (1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響は落ち着きを見せ、経済活

動は再開しつつあるものの、ウクライナ危機等世界情勢が不安定化するなど、依然として先行き不透明な状況が続

いております。

このような状況下において、当社グループの属するソフトウエア業界を含む情報通信サービス業界では、少子高

齢化により日本の労働力人口が減少している課題に対処するため、労働生産性向上を目的としたクラウドサービス

の利用が拡大しております。また、新型コロナウイルス感染症の影響により、国内外問わずリモートワークやオン

ライン教育、またデジタルトランスフォーメーションの需要が後押しとなって、クラウドサービスに対する需要は

一層拡大傾向となっております。

　このような経営環境の中で、当社グループは、クラウドサービスを導入して業務効率化を図る企業に対し、クラ

ウドサービスの利便性を損なうことなく、セキュリティリスクを軽減させる「HENNGE One」を成長のドライバーと

位置づけ、事業を推進しております。

　当第３四半期連結累計期間においては、HENNGE Oneに追加した新機能の認知を上げるべく、ウルトラマンを起用

したキャンペーン、様々なイベントやセミナーの開催・出展・登壇を行うなど、マーケティング活動を積極的に実

施しました。また、パートナー（販売代理店）との連携強化をしつつ、新規のお客様だけでなく既存のお客様にも

アプローチすることで、継続的な成長を実現させるべく事業を展開いたしました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高4,145百万円（前年同期比17.4％増）、営業利益478百万

円（前年同期比110.6％増）、経常利益467百万円（前年同期比103.3％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益

312百万円（前年同期比108.0％増）となりました。また、主に当社グループの研究開発部門において基盤システム

の効率化を継続的に実施した結果、売上総利益率は84.7％となりました。

 
当社グループの事業セグメントは単一セグメントでありますが、売上区分別の事業概況は、次のとおりでありま

す。

 
１．HENNGE One事業

不正ログイン対策、スマートフォン紛失対策、メールの情報漏洩対策などを一元的にクラウドサービス上で提

供する「HENNGE One」について、営業面では、2021年8月に発表した新機能の認知を上げるべく、個別商談のみな

らず、4月からウルトラマンを起用したマーケティングキャンペーンを開始し、リアルイベントへの出展や、各種

オンラインイベントなどを実施いたしました。また営業職とカスタマーサクセス職の採用・教育、パートナー

（販売代理店）との連携強化を進めてまいりました。運営面では、既存ユーザの声を製品開発に反映しやすい体

制を作り、よりよいサービスの提供を目指すとともに、解約率を低減するための施策を進めてまいりました。開

発面においては、既存機能の改善や新機能の追加のため、日々研究開発を重ねております。

これらの活動の結果として、首都圏、名阪地域を中心とした新規受注の獲得、低解約率の維持を達成いたしま

した。

この結果、当第３四半期連結累計期間のHENNGE One事業の売上高は、3,785百万円（前年同期比19.0％増）とな

りました。また、当第３四半期連結累計期間末時点の契約企業数は2,139社、契約ユーザ数は2,283,272人、直近

12ヶ月の平均月次解約率は0.23％となりました。

 
２．プロフェッショナル・サービス及びその他事業

　プロフェッショナル・サービス及びその他事業については、従前から販売していたオンプレミス製品について
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は、計画通り、徐々に販売及びサポートを終了したものの、クラウド型メール配信サービス「Customers Mail

Cloud」の新規案件やユーザ追加等の受注が堅調に推移しました。この結果、売上高は前年同期に対して微増いた

しました。

　なお、地域住民とのスムーズな双方向コミュニケーションを実現する新しい取組であるコミュニケーション

サービス「SumaMachi」の全国自治体への展開を模索するなど、日々、将来のプロフェッショナル・サービス事業

の基盤となるサービスの研究開発を重ねております。

この結果、当第３四半期連結累計期間のプロフェッショナル・サービス及びその他事業の売上高の合計は、360

百万円（前年同期比2.4％増）となりました。

 
 (2) 財政状態の分析

(資産)

 当第３四半期連結会計期間末における総資産は、5,262百万円(前連結会計年度末比771百万円の増加)となりま

した。主な要因としては、現金及び預金629百万円の増加や前払費用261百万円の増加、投資有価証券49百万円の

減少によるものであります。

(負債)

 当第３四半期連結会計期間末における負債合計は、3,182百万円(前連結会計年度末比534百万円の増加)となり

ました。主な要因としては、契約負債（前連結会計年度は前受収益）648百万円の増加、賞与引当金109百万円の

減少によるものであります。

(純資産)

 当第３四半期連結会計期間末における純資産は、2,080百万円(前連結会計年度末比237百万円の増加)となりま

した。主な要因としては、利益剰余金312百万円の増加、その他有価証券評価差額金94百万円の減少によるもので

あります。

 
 (3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間における当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更は

ありません。

 
 (4) 研究開発活動

 当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は184百万円であります。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定、締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式  123,080,000

計  123,080,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2022年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2022年８月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 32,496,600 32,496,600
東京証券取引所
(グロース市場）

完全議決権株式であり、権
利内容に何ら制限のない当
社における標準となる株式
であります。
なお、単元株式数は100株で
あります。

計 32,496,600 32,496,600 ― ―
 

（注）１．提出日現在発行数には、2022年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は、含まれておりません。

 ２．当社は東京証券取引所マザーズ市場に上場しておりましたが、2022年４月４日付けの東京証券取引所の市

場区分の見直しに伴い、同日以降の上場金融商品取引所名は、東京証券取引所グロース市場となっておりま

す。

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2022年４月１日～
2022年６月30日

― 32,496,600 ― 521,115 ― 486,815
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(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 
(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2022年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

（自己保有株式）

普通株式 200
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 32,481,300
 

324,813

完全議決権株式であり、権利内容に
何ら制限のない当社における標準と
なる株式であります。           
なお、単元株式数は100株でありま
す。

単元未満株式 普通株式 15,100
 

― ―

発行済株式総数 32,496,600 ― ―

総株主の議決権 ― 324,813 ―
 

（注）１．当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載できないことから、直前の基準日（2022年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 ２．「単元未満株式」欄には、自己株式36株が含まれております。

 
② 【自己株式等】

2022年６月30日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の合計（％）

HENNGE株式会社
東京都渋谷区南平台町
16番28号

200 ― 200 0.00

計 ― 200 ― 200 0.00
 

 
２ 【役員の状況】

　　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(2022年４月１日から2022年

６月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(2021年10月１日から2022年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2021年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,392,761 4,022,039

  売掛金 125,905 106,097

  前払費用 216,298 477,597

  その他 2,463 4,849

  流動資産合計 3,737,426 4,610,582

 固定資産   

  有形固定資産 171,443 168,081

  無形固定資産 1,450 579

  投資その他の資産 580,898 482,933

  固定資産合計 753,791 651,592

 資産合計 4,491,217 5,262,175

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 24,151 26,006

  前受収益 1,929,328 ―

  契約負債 ― 2,577,744

  未払法人税等 83,300 52,062

  賞与引当金 197,112 88,314

  その他 314,951 347,631

  流動負債合計 2,548,842 3,091,757

 固定負債   

  資産除去債務 61,531 61,638

  その他 38,016 28,670

  固定負債合計 99,547 90,308

 負債合計 2,648,388 3,182,064

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 512,228 521,115

  資本剰余金 477,928 486,815

  利益剰余金 647,371 959,524

  自己株式 △432 △649

  株主資本合計 1,637,095 1,966,805

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 207,048 113,263

  為替換算調整勘定 △1,314 42

  その他の包括利益累計額合計 205,734 113,306

 純資産合計 1,842,829 2,080,110

負債純資産合計 4,491,217 5,262,175
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2020年10月１日
　至 2021年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年10月１日
　至 2022年６月30日)

売上高 3,531,161 4,144,650

売上原価 594,066 633,972

売上総利益 2,937,094 3,510,678

販売費及び一般管理費 2,710,316 3,033,105

営業利益 226,778 477,573

営業外収益   

 受取利息 17 25

 受取配当金 6 ―

 為替差益 604 ―

 助成金収入 2,500 ―

 その他 13 45

 営業外収益合計 3,140 70

営業外費用   

 為替差損 ― 6,559

 投資事業組合運用損 ― 3,729

 営業外費用合計 ― 10,288

経常利益 229,918 467,355

税金等調整前四半期純利益 229,918 467,355

法人税、住民税及び事業税 49,733 117,806

法人税等調整額 30,116 37,397

法人税等合計 79,849 155,203

四半期純利益 150,070 312,153

親会社株主に帰属する四半期純利益 150,070 312,153
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2020年10月１日
　至 2021年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年10月１日
　至 2022年６月30日)

四半期純利益 150,070 312,153

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △228,968 △93,785

 為替換算調整勘定 1,875 1,356

 その他の包括利益合計 △227,093 △92,428

四半期包括利益 △77,023 219,725

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △77,023 219,725
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【注記事項】

 
(会計方針の変更等)

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年3月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該

財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。これにより、主な変

更点としては、従来は検収基準により検収時に売上を計上していた契約のうち、一定の期間にわたり履行義務が

充足される契約については、少額もしくは期間がごく短い契約を除き、履行義務の充足に係る進捗度を見積り、

当該進捗度に基づき収益を一定の期間にわたり認識する方法に変更しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。この結

果、当第３四半期連結累計期間の損益及び利益剰余金期首残高に与える影響は軽微であります。

　また、収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動負債」に表示

していた「前受収益」は、第１四半期連結会計期間より「契約負債」に含めて表示することといたしました。

　なお、収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度及び前第３四半期連結累

計期間について新たな表示方法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第12号 2020年3月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計

期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

 
（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年7月4日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」

（企業会計基準第10号 2019年7月4日）第44-2項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める

新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。

　なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費は（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）、次のとおりです。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 2020年10月１日
至 2021年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年10月１日
至 2022年６月30日)

減価償却費 26,496千円 27,946千円
 

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自 2020年10月１日 至 2021年６月30日)

 当社グループの事業セグメントは単一セグメントでありますので、セグメント別の記載は省略しております。

 
当第３四半期連結累計期間(自 2021年10月１日 至 2022年６月30日)

 当社グループの事業セグメントは単一セグメントでありますので、セグメント別の記載は省略しております。
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(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

　当第３四半期連結累計期間（自　2021年10月１日 至　2022年６月30日)

売上区分 金額

 千円

HENNGE One事業 3,784,736

プロフェッショナル・サービス及びその他事業 359,914

顧客との契約から生じる収益 4,144,650

その他の収益 ―

外部顧客への売上高 4,144,650
 

 
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年10月１日
至 2021年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年10月１日
至 2022年６月30日)

(1) １株当たり四半期純利益 4円66銭 9円61銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 150,070 312,153

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益(千円)

150,070 312,153

普通株式の期中平均株式数(株) 32,216,065 32,493,002

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 4円62銭 9円61銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額(千円) ― ―

普通株式増加数(株) 279,246 3,904

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前連結
会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

（注）当社は、2021年11月12日開催の取締役会決議により、2022年１月１日付で普通株式１株につき２株の株式分割

を行いましたが、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益及び潜

在株式調整後１株当たり四半期純利益を算定しております。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 

2022年８月10日

HENNGE株式会社

　取締役会 御中

　

有限責任監査法人ト　ー　マ　ツ

東京事務所
 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 瀧　　野　　恭　　司  

 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 粂　　井　　祐　　介  

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＨＥＮＮＧＥ株式

会社の2021年10月1日から2022年9月30日までの連結会計年度の第3四半期連結会計期間（2022年4月1日から2022年6月30

日まで）及び第3四半期連結累計期間（2021年10月1日から2022年6月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、

四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＨＥＮＮＧＥ株式会社及び連結子会社の2022年6月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第3四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重

要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 
四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

 
・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し
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て実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レ

ビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期

連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明する

ことが求められている。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の

事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の

作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期

連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。

監査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単

独で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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